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表①　消費税の納付税額の
計算（原則）

年譜禁書×詰一

年間諾驚大高×詰

＝納付税額

表②　簡易課税制度を選んだ
場合の計算

講砦詫抜き）×
0．6％

（卸売業岩は0，3％）

＝納付税額

衷③　限界控除制度による計算

本来納付すべき税額×

年譜詳高一3，000万円

消費税の説明会を
開きます

4月1日からの消費税課税に先立ち、消費
税を納めていただく事業者の方を対象に説明
会を開催いたします。ぜひご出席ください。
●日時　3月28日㈹10時～12時

●場所　遠賀町中央公民館ホール

若松税務署

（2）

●
新
し
い
税
制

－
E
L
が
S
。
珊
イ
ブ
ト

田
和
二
十
五
年
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
っ
て
税
制
の
基
本
が
で
き

て
以
来
、
初
め
て
の
大
き
な
税
制
改
革
が
こ
の
た
び
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
慮
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
か
か
わ

り
の
漂
い
主
な
改
革
点
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

広

く

薄

く

負
担
を
求
め
る

消
費
税
は
、
限
ら
れ
た
も
の
だ
け
に

課
税
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
間
接
税
と

異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
物
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
売
り
上
げ
を
対
象
と
し
た

税
金
で
、
税
率
は
三
％
で
す
。

消
費
税
は
消
費
に
広
く
薄
く
負
担
を

求
め
る
と
い
う
性
格
上
、
い
わ
ゆ
る
非

課
税
の
対
象
と
な
る
の
は
、
土
地
売
買

や
預
金
の
利
子
、
社
会
保
険
医
療
、
教

育
、
社
会
福
祉
の
一
郭
な
ど
に
限
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
消
費
税
の
導
入
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
の
物
品
税
、
砂
糖
消
費
税
、
入
場

税
な
ど
の
国
税
、
電
気
税
、
ガ
ス
税
な

ど
の
地
方
税
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
の
計
算
は

消
費
税
の
申
告
と
納
付
は
、
製
造
、

卸
、
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
各
事
業

者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し

前
々
年
（
前
々
事
業
年
度
）
の
年
間
課

税
売
上
高
が
三
千
万
円
以
下
の
事
業
者

の
方
は
、
消
費
税
を
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●●・
前
々
年
（
前
々
奉
業
年
度
）
の
課
税

売
上
高
が
、
三
千
万
円
を
超
え
る
事

業
者
の
方
は
納
税
義
務
が
あ
り
ま
す
。

（表①）前
々
年
（
前
々
事
業
年
度
）
の
年
間

課
税
売
上
高
が
、
五
億
円
以
下
の
課
税

碧
業
者
の
方
は
、
簡
易
課
税
制
度
に
よ

っ
て
課
税
売
上
高
の
み
か
ら
納
付
税
額

を
計
算
で
き
る
仕
組
み
が
選
べ
ま
す
。

（表⑧）ま
た
、
そ
の
年
（
そ
の
事
業
年
度
）

の
年
間
課
税
売
上
高
が
、
六
千
万
円
未

満
の
課
税
事
業
者
の
方
に
は
、
免
税
業

者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
課
税
売

上
高
に
応
じ
て
納
付
税
額
の
一
部
が
軽

減
さ
れ
る
限
界
整
除
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
表
⑨
）

課
税
期
間
は
、
個
人
事
業
者
の
場
合

は
暦
年
、
法
人
の
場
合
は
事
業
年
度
で

す。

税
率
構
造
が
簡
素
に

所
得
税
の
減
税
と
税
率
の
段
階
の
簡

素
化
は
世
界
的
な
流
れ
で
す
。
新
し
い

税
制
で
は
、
所
得
税
の
税
率
を
下
げ
、

税
率
の
き
ざ
み
を
昭
和
六
十
二
年
の
一

〇
・
五
％
～
六
〇
％
の
十
二
段
階
か

ら
、
昭
和
六
十
三
年
の
六
段
階
を
経
て

一
〇
％
～
五
〇
％
の
五
段
階
に
簡
素
化

さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
最
低
税
率
の
適
用
範
囲
が
年

収
七
百
三
万
円
ま
で
と
、
大
幅
に
拡
大

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
約
九
〇
％
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
、
こ
の
中
に
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
住
民
税
（
町
県
民
税
）

に
つ
い
て
も
、
税
率
の
き
ざ
み
が
こ
れ

ま
で
の
五
～
〓
ハ
％
の
七
段
階
か
ら
、

五
～
一
五
％
の
三
段
階
へ
と
簡
素
化
さ

れ
ま
し
た
。

人
的
控
除
が

大
幅
引
き
上
げ

中
・
低
所
得
者
の
所
得
税
の
負
担
を

さ
ら
に
軽
減
す
る
た
め
に
、
基
礎
∴
＼



（3）

＼
　
的
な
人
的
控
除
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
主
な
内
容
と
し
て
は
基
礎
控
除
、
配

偶
者
控
除
、
扶
養
整
除
が
そ
れ
ぞ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
三
十
三
万
円
か
ら
三
十
五

万
円
に
、
配
偶
者
特
別
控
除
が
十
六
万

五
千
円
か
ら
三
十
五
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
費
が
か
か

る
十
六
歳
か
ら
二
十
二
歳
ま
で
の
扶
養

親
族
に
つ
い
て
、
十
万
円
の
扶
養
控
除

の
割
増
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
七
十
歳
以
上
の
、
い
わ
ゆ
る
寝
た

き
り
老
人
な
ど
に
か
か
る
扶
養
控
除
額

な
ど
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
七
十
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
説

と
同
居
す
る
場
合
、
所
得
税
の
控
除
額

は
、
こ
れ
ま
で
の
八
十
万
円
か
ら
百
二

十
万
円
と
、
大
館
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

納
税
者
の
負
担
を
軽
減

最
近
の
経
済
情
勢
の
変
化
、
と
り
わ

け
地
価
高
騰
は
相
続
税
の
諌
説
件
数
を

急
激
に
増
加
さ
せ
、
負
担
税
額
を
上
昇

さ
せ
る
と
い
う
、
納
税
者
に
と
っ
て
非

常
に
厳
し
い
状
況
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
新
し
い
税
制
で
は
、
説

負
担
の
軽
減
・
合
理
化
の
た
め
、
次
の

よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

①
遺
産
に
か
か
る
課
税
最
低
限
が
、
こ

れ
ま
で
の
二
千
万
円
十
へ
四
百
万
円
×

法
定
相
続
人
の
数
）
か
ら
、
四
千
万
円

十
へ
八
百
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

控
除
額
が
一
一
倍
に
な
っ
た
た
め
、
た

と
え
ば
夫
が
死
亡
し
て
妻
と
千
二
人
が

相
続
人
と
な
る
場
合
、
六
千
四
百
万
円

ま
で
は
相
続
税
が
か
か
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

⑧
最
高
税
率
を
七
五
％
か
ら
七
〇
％
に

引
き
下
げ
、
税
率
区
分
の
幅
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

③
配
偶
者
の
非
課
税
限
度
額
を
、
こ
れ

ま
で
の
二
分
の
一
相
当
額
か
ら
配
偶
者

の
法
定
相
続
分
相
当
額
に
改
め
、
最
低

保
障
額
が
四
千
万
円
か
ら
八
千
万
円

と
、
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

④
未
成
年
者
控
除
額
お
よ
び
障
害
者
控

除
額
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

⑤
小
規
模
宅
地
な
ど
の
価
額
か
ら
減
額

さ
れ
る
割
合
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し

た。⑥
死
亡
保
険
金
お
よ
び
死
亡
退
職
金
な

ど
の
非
課
税
限
度
額
が
引
き
上
げ
に
な

り
ま
し
た
。

以
上
、
六
項
目
の
改
正
は
、
昭
和
六

十
三
年
一
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適

用
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
六

十
三
年
一
月
一
日
以
降
に
相
続
や
追
贈

に
よ
り
財
産
を
収
得
し
、
昭
和
六
十
三

年
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
に
、
改
正
前

の
税
法
に
よ
り
相
続
税
の
申
告
書
を
提

出
し
て
い
る
人
が
改
正
に
よ
っ
て
相
続

税
額
が
減
少
す
る
場
合
は
、
平
成
元
年

五
月
一
日
ま
で
に
更
正
の
請
求
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
更
正
の
請
求
に
つ

い
て
は
、
税
務
署
か
ら
通
知
が
い
き
ま

す
か
ら
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

相
続
で
き
る

養
子
の
数
を
制
限

ま
た
改
正
に
伴
い
、
昭
和
六
十
三
年

六
月
三
十
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
九
月

二
十
九
日
ま
で
に
相
続
開
始
の
あ
っ
た

人
に
つ
い
て
の
相
続
税
の
申
告
と
納
税

の
期
限
は
、
平
成
元
年
三
月
三
十
日
ま

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

⑦
被
相
続
人
が
、
相
続
開
始
前
三
年
以

内
に
取
得
し
た
土
地
や
建
物
な
ど
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
そ
れ
ら
の
取
得

価
額
に
よ
り
、
課
税
す
る
と
い
う
特
例

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

⑧
相
続
税
の
計
算
上
、
法
定
相
続
人
に

含
め
る
養
子
の
数
が
、
◎
被
相
続
人
に

英
子
が
あ
る
場
合
は
一
人
　
◎
被
相
続

人
に
英
子
が
な
い
場
合
は
二
人
ま
で
と

制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

⑦
、
③
の
改
正
は
、
昭
和
六
十
三
年

十
二
月
三
十
一
日
以
後
の
相
続
か
ら
適

用
に
な
り
ま
す
。

最
高
税
率
を

七
〇
％
に
引
き
下
げ

贈
与
税
の
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お

り
で
す
。

0
∴
税
率
の
適
用
区
分
の
拡
大
、
最
高

税
率
が
七
〇
％
へ
と
引
き
下
げ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

臼
　
居
住
用
不
動
産
に
か
か
る
贈
与
税

の
配
偶
者
控
除
の
最
高
限
度
額
が
、
二

千
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
昭
和
六
十
一
二
年

一
月
一
日
以
降
の
贈
与
か
ら
適
用
さ
れ

ます。

譲

渡

益

に

課

税

新
し
い
税
制
で
は
、
株
式
な
ど
の
有

価
証
券
譲
渡
に
よ
る
所
得
（
キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
）
を
原
則
課
税
と
す
る
措
置

が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

個
人
の
有
価
証
券
譲
渡
益
の
課
税
方

法
は
、
申
告
分
離
課
税
を
原
則
と
し
、

証
券
会
社
な
ど
を
通
じ
た
取
引
の
場
合

に
は
、
次
の
二
つ
の
方
法
か
ら
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

③
申
告
分
継
課
税
一
年
間
の
売
却
益

を
合
計
し
て
申
告
し
、
売
却
益
の
二
〇

％
を
所
得
税
と
し
て
納
税
す
る
（
他
に

個
人
住
民
税
六
％
）
。

⑤
源
泉
分
離
課
税
一
回
売
却
す
る
ご

と
の
譲
渡
益
を
原
則
と
し
て
売
却
代
金

の
五
％
と
み
な
し
、
そ
の
二
〇
％
、
つ

ま
り
売
却
額
の
一
％
の
所
得
税
を
証
券

会
社
な
ど
が
売
却
時
に
源
泉
徴
収
し
て

納
税
す
る
。

新
税
制
に
つ
い
て
、
よ
り
群
し
い
こ
と
が
お
知
り
に
な
り
た
い

と
き
は
、
若
松
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㊨
（
7
6
1
）
2
5
3
6



現在交付している保険証の有効期限は

3月31日までです

●目　時　3月29日（水）・30日（木）　9時～16時30分

●場　所　役場玄関ホール

●持参晶　・世帯主の印かん

・現在交付を受けている国民健康保険被保険者

証、または国民健康保険退職被保険者証

現在交付している保険証を使用中などの理由

で・上記の日に更新の手続きができない方は、

4月5日（水）までに住民課窓口で手続きをし

てください。

（4）

臨
時
－
福
祉
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

こ
の
四
月
か
ら
消
費
税
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
老
齢
椙
社
年

金
や
特
別
障
青
書
手
当
な
ど
を
受
鈴
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上
、
そ
し
て
低
所
得
の
在
宅

寝
た
き
り
老
人
な
ど
へ
の
在
宅
介
霞
の

支
接
の
た
め
、
臨
時
棺
祉
特
別
据
付
金

（
一
時
金
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

支
　
給
　
額
　
は

●
臨
時
福
祉
給
付
金
（
福
祉
給
付
金
）

支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
　
1
万
円

●
日
時
介
瞳
福
祉
金
（
介
護
福
祉
金
）

支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
　
5
万
円

福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
者
は

④
平
成
元
年
二
月
一
日
（
以
下
「
基
準

日
」
）
に
お
い
て
、
今
年
二
月
分
の
次

の
い
ず
れ
か
の
年
金
ま
た
は
手
当
を
受

給
で
き
る
人
。

・
老
齢
福
祉
年
金

・
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
障
害
福
祉

年
金
に
相
当
す
る
も
の
（
年
金
証
書

の
記
号
番
号
の
左
か
ら
五
栴
目
と
六

橋
口
が
「
6
3
」
ま
た
は
「
2
6
」

に
該
当
す
る
も
の
）

・
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
母
子
・
準

母
子
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
も
の

（
年
金
護
害
の
左
か
ら
五
桁
目
と
六

桁
目
が
「
2
7
」
ま
た
は
「
2
8
」

に
該
当
す
る
も
の
）

・
児
童
扶
養
手
当

・
障
害
児
福
祉
手
当

・
特
別
障
害
者
手
当

・
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

・
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
へ
医
窺
特
別
手

当
、
特
別
手
当
、
健
康
管
理
手
当
、

保
健
手
当
）

③
基
準
日
に
お
い
て
今
年
二
月
分
の
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る

陣
害
児
。

③
基
準
日
に
お
い
て
七
十
歳
以
上
の
人

（
大
正
八
年
二
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）
で
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
屈

し
て
い
る
人
。
…
…
高
齢
者
本
人
ま
た

は
高
齢
者
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る

（
扶
養
し
て
い
る
）
人
が
、
昭
和
六
十

三
年
度
分
の
町
民
税
を
納
め
て
い
な
い

場
合
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

④
前
記
の
①
～
⑧
に
該
当
す
る
場
合
で

も
、
基
準
日
に
お
い
て
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
や
社
会
福
祉
施
設
に
入
所

さ
れ
て
い
る
人
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
制
度
で
別
に
対
応
措
置
（
生

活
保
護
費
に
ー
万
円
を
加
え
て
支
給
な

ど
）
が
と
ら
れ
る
た
め
、
福
祉
給
付
金

「

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
適
所
（
通
園
）
施
設
な
ど
で

通
所
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
や
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
契
約
型
の
施
設

に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
で
③
～
⑨
に
該

当
す
る
場
合
は
、
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

介
護
福
祉
金
の

支
給
対
象
者
は

①
基
準
日
に
お
い
て
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
か
、
町
民
税
非
課
税
世
帯

ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
屈
し

て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
。

・
基
準
日
に
お
い
て
六
か
月
以
上
（
昭

和
六
十
三
年
八
月
一
日
以
前
か
ら
）

継
続
し
て
、
寝
た
き
り
ま
た
は
痴
呆

な
ど
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
常
時
の

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
六
十
五
歳

以
上
の
人
（
大
正
十
三
年
二
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

・
今
年
二
月
分
の
障
害
児
福
祉
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
ま
た
は
福
祉
手
当

（
経
過
措
置
分
）
を
受
給
で
き
ろ
人

③
た
だ
し
、
基
海
自
に
お
い
て
、
病
院

診
窮
所
、
老
人
保
健
施
設
に
継
続
し
て

三
か
月
以
上
入
院
（
昭
和
六
十
三
年
十

月
三
十
一
日
以
前
か
ら
の
入
院
）
し
て

い
る
人
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
人
、
養
護
委

託
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
人
に
は
介
護

福
祉
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
給
　
の
　
方
法
　
は

こ
の
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
、
福
祉
課
窓
口
に
用
意
し
て

あ
る
受
給
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
三
月
二
十
五
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
申
請
書
は
一
枚
で
福
祉

給
付
金
と
介
護
福
祉
金
の
両
方
の
申
請

書
を
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
両
方
の
支

給
に
該
当
す
る
人
で
も
申
講
書
の
提
出

は
一
枝
だ
け
で
結
構
で
す
。

●
お
向
い
合
あ
せ
は

役
場
福
祉
震
福
祉
係
ま
で

＄
（
2
9
3
）
1
2
〇
〇
・
●



納付区分 �月々納めた �前納した �割引額 楊合　① �場合　② �①－② 

定額保険料 �8．000円×12月 �93，680円 �2．320円 

の　　　み �96．000円 

定額保険料 �8．400円×12月 �98．360円 �2，440円 

＋ 付加保険料 �100，800円 

図書室ニュース

●一般図書

未来を見つめて
ジョージ、ブッシュ著　ダイナミックセラーズ

脱皮できない蛇は死ぬ　堀　紘一著　プレジデント社
火宅の女一春日局　　　　　　平岩弓枝著　創ii書店
本当の自分になれる本　　　　　　　　　秋山さと子
天皇と東条英機の苦悩　　　　塩田道夫著　日本文芸社
トパーズ　　　　　　　　　　　村上龍薯　角川書店
キッチン　　　　　　　　　吉本ばなな著　福武書店
住友銀行七人の頭取　　　　近藤　弘著　日本実業出版
女人源氏物昌一、ニ　　　　　瀬戸内寂聴著　小学館
西武、セゾン打倒に燃える中内功の野望

坂口義弘菅　あっぶる出版
泣きほくろ　　　　　　　　　　安部譲二普　講談社
恐ろしいコレステロールニ週間で体質改善する

板倉私室著　青春出版社

ちくま文学の森14ことばの探偵　　　　　　筑摩書房
硲さん、抱きしめたい　　石原まき子著　主婦と生活社
変声珍藷　　　　　　　　　　　　高見勝書　学生社
頭のいLl男はゴルフが上手い　菅野徳雄著　第一企画出版

三時間で話せる英会話　　　　　後藤満悪書　講談社

東京新大橋雨中図　　　　杉本章子著　新人物往来社

●児童図書

トンビはどうして輪を描く　　　　柏木　修普　PHP
アンパンマンのなぞなぞのくに　十〉5

やなぜたかし善　フレーベル館

合戦日本史1－6　　　　　　　　　　　　学習研究社
おまかせ探偵局乙女はせつないバレンタイン

薫くみこ普　ポプラ社
うまかたとやまんは　　　　おざわとしお高話　福音館

その他多数

○会館時間　9：30－18：00（日曜日は12：00まで）

〃休館日　毎週月曜日・祝日

（月曜日と祝日が重なる場合は火曜日も休館）

中央公民館図書室　℡（293〉1356

（5）

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月
分
か

ら
一
丸
月
に
つ
き
八
、
0
0
0
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
年
金
額
の
引
き
上
げ
や
物

価
の
上
昇
な
ど
に
応
じ
て
保
険
料
も
改

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、
み

な
さ
ん
の
将
来
の
年
金
権
を
確
保
す
る

う
え
で
大
事
な
も
の
で
す
。

も
し
も
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り

し
た
場
合
に
は
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
年
金
額
が
減
額
さ
れ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
み
な
さ
ん
の
お
子
さ

ん
や
お
孫
さ
ん
た
ち
後
世
代
の
負
担
を

大
き
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

も
、
必
ず
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
り
引
き
さ
れ
ま
す

保
険
料
は
毎
月
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
一
年
間
の
保
険
料
を
四

月
に
一
括
し
て
前
納
す
る
こ
と
も
で
き

ます。前
納
す
る
場
合
の
保
険
料
は
、
下
の

表
の
と
お
り
で
す
。

前
納
す
れ
ば
割
り
引
き
が
受
け
ら
れ

し
か
も
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
も
前
納
制
度
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
。
お
同
い
合
あ
せ
は
国
保
年
金
係
ま
で

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

畑
の
も
つ
形
に
そ
い
て
ゆ
る
や
か
な

曲
線
え
が
く
畝
の
友
の
穿

ひ
た
ひ
た
と
湖
上
り
く
る
西
川
を

小
さ
さ
魚
が
し
き
り
に
は
ね
ろ

七
草
を
刻
む
厨
に
天
皇
の

崩
御
の
ニ
ュ
ー
ス
絢
痛
く
聞
く

沃
め
か
れ
し
買
物
す
み
て
採
水
の

続
け
る
路
を
急
ぎ
帰
り
ね

暮
れ
な
ず
む
濃
の
彼
方
に
落
ち
る
目
を

昭
和
の
名
残
り
と
浜
辺
に
立
て
リ

河
中
　
崎
高
　
遠

広
　
田
　
マ
ツ
ヨ

大
　
場
　
房
　
江

木
　
原
　
イ
ノ
エ

萬
∴
婦
　
佳
　
子

河
　
原
　
タ
ツ
ミ

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田
　
幸
利
　
運

ひ
と
ナ
ビ
に
枯
れ
て
遠
田
の
暮
れ
に

け
り
　
　
　
　
　
　
　
魔
永
小
代
手

橋
の
名
の
う
す
れ
て
読
め
や
冬
す
み
れ

三
村
　
妙
手

蒔
摺
る
る
や
工
事
に
渡
す
鉄
の
橋

未
松
キ
ミ
枝

校
庭
に
錬
整
然
と
冬
休
み小
野
多
恵
子

楽
寝
馬
河
口
の
し
ろ
さ
風
の
し
ろ
さ

柴
田
と
も
手



・標識をおぼえよう・
幼児には、まずこの四つの標識をしっかり、はっきりおぼえさせ、

守るように教えましょう。

（6）

新
入
学
・
入
園
を
控
え
て

い
ま
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う

子
供
へ
の
交
通
通
徳

三
月
に
入
り
暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
、
子
供
た
ち
は
待
っ
て
い
た
か

の
よ
う
に
外
で
遊
び
は
じ
め
ま
す
。
思
い
切
っ
て
体
を
動
か
せ
る
の
が
、

と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
怖
い
の
は
交
通
事
故
　
－
　
特
に
入
園
・
入
学

を
瑳
え
だ
子
供
の
死
亡
ニ
ュ
ー
ス
は
ど
悲
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
六
十
二
年
の
「
交
通
統
計
」
に
よ
る
と
、
六
歳
以
下
の
子
供
の

歩
行
中
に
起
き
た
交
通
事
故
は
五
千
四
百
七
件
。
こ
の
う
ら
五
五
・
七

％
は
、
「
と
び
出
し
」
が
原
因
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を

発
生
時
間
帯
で
み
る
と
、
最
も
多
い
時
間
帯
は
、
午
後
四
時
か
ら
六
時

ま
で
で
、
こ
の
時
間
帯
に
発
生
す
る
事
故
が
、
全
体
の
約
二
八
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
専
政
を
減
ら
し
て
い
く
に
は
、
ま
ず
両
親
（
大
人
）
が
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
の
手
本
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
幼
児
の

も
つ
特
陸
を
知
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
具
体
的
な
交
通
安
全
の
た
め
の
指

導
を
繰
り
返
し
行
い
、
習
慣
づ
け
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

★
横
断
歩
道

横
断
歩
道
で
す
。
歩
行－－－－彊

★
一
時
停
止

車
は
、
一
度
止
ま
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
も
一
度
止
ま
っ
て
安

三
三
－
－
ニ
ー
二
二
一

★
歩
行
者
横
断
禁
止

歩
行
者
は
、
こ
の
標
識

の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、

道
路
を
渡
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。閣

★
歩
行
者
通
行
止

歩
行
者
は
、
通
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。顧



譲んの交通安全教室
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（7）

子
供
の
前
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

●
信
号
無
視
や
斜

め
横
断
を
す
る
。

●
道
路
を
横
断
す

る
時
、
自
分
だ

け
が
先
に
渡
り
、

子
供
を
せ
き
立

て
て
渡
ら
せ
る
。

●
子
供
の
こ
と
を

放
っ
た
ら
か
し

て
、
買
い
物
に

夢
中
に
な
っ
た

り
長
話
を
し
た

り
す
る
。

子
供
は
思
い
も
よ
ら
な
い
行
動
を
し
て
事
故
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
子
供
の
気
持
ち
と
行
動
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と

が
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
お
母
さ
ん
が
、
道
路
の
向
こ
う
側
か
ら
子

供
に
話
し
か
け
た
り
、
呼
び
よ
せ
た
り
す

る
と
、
子
供
は
周
囲
に
注
意
を
向
け
ら
れ

ず
、
軍
連
に
と
び
出
し
て
し
ま
す
。

●
外
出
す
る
前
に
子
供
を
叱
っ
た
り
急
が
せ

た
り
し
て
、
気
持
ち
を
不
安
定
に
さ
せ
る

こ
と
は
事
故
の
遠
因
に
な
る
。

●
子
供
は
一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
る
と
、

他
の
こ
と
に
注
意
が
向
け
ら
れ
な
い
。
ポ

ー
ル
や
動
物
を
追
い
か
け
て
草
道
に
と
び

出
し
た
り
、
ま
が
り
角
で
急
に
と
び
出
し

た
り
な
ど
は
と
く
に
注
意
。

●
坂
や
木
に
登
っ
て
そ

こ
か
ら
草
道
に
と
び

下
り
る
な
ど
の
危
険

な
遊
び
を
し
た
が
る
。

●
子
供
は
、
危
険
な
場

所
や
廃
物
な
ど
で
遊

び
だ
が
る
の
で
、
立

入
禁
止
な
ど
の
場
所

へ
は
近
づ
か
せ
な
い

こ
と
、
危
険
な
廃
品

は
片
づ
け
て
お
く
こ

と
が
大
切
。

園
の
行
き
帰
り
や
買
い
物
の
途
中
な
ど

に
、
そ
の
場
で
具
体
的
に
教
え
る
こ
と

が
効
果
的
。
次
に
あ
け
る
こ
と
は
交
通

安
全
指
導
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
道
路
の
正
し
い
歩
き
方
。

●
信
号
の
見
方
と
横
断
歩
道
の
渡
り
方
。

●
普
段
か
ら
安
全
な
横
断
場
所
や
安
全
に
歩

行
で
き
る
道
を
教
え
ろ
。

●
亀
車
や
パ
ス
の

待
ち
方
と
安
全

な
乗
降
の
仕
方
。

●
踏
み
切
り
の
待

ち
方
と
渡
り
方
。

●
自
転
車
に
乗
れ

る
安
全
な
場
所

を
教
え
る
。

万
一
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
、
冷
静

に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

●
け
が
を
し
た
時
は

動
か
さ
な
い
。

●
軽
い
け
が
で
も
医
師
の

診
断
を
受
け
ろ
。

●
小
さ
な
事
故
で
も
警
察
に

必
ず
届
け
る
。

●
相
手
の
住
所
氏
名
を

は
っ
き
り
聞
い
て
お
く
。

●
示
談
や
賠
償
の
悩
み
ご
と
は

交
通
事
故
相
談
所
へ
行
く
。
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（8）

文
化
ふ
れ
あ
い
事
業

日
展
幹

今
回
の
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
は
、
三
月
二

十
九
日
か
ら
福
岡
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
、

日
本
の
美
を
代
表
す
る
総
合
美
術
展
「
日
展
」

の
鑑
賞
会
で
す
。

こ
の
美
術
展
に
は
、
東
山
魁
夷
画
伯
を
は

じ
め
現
代
日
本
美
術
界
を
代
表
す
る
多
く
の

作
家
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
数
は
四
五

〇
点
に
も
及
び
ま
す
。

な
お
、
こ
の
「
日
展
」
に
は
、
町
内
別
府
在

住
の
作
家
、
外
山
良
治
氏
の
作
品
も
出
品
さ

れ
て
い
ま
す
。

工
芸
「
星
座
炊
煙
」
稿
橘
節
郎
（
理
・
密
）

●
日
　
程
　
3
月
認
日
（
水
）

午
前
9
時
に
役
場
前
に
集
合
、
貸

切
バ
ス
で
福
岡
市
美
術
館
（
中
央
区

大
濠
公
園
）
に
向
か
い
ま
す
。

●
入
場
料
（
団
体
料
金
）

〇
一
般
∴
棚
円
○
高
・
大
生
　
鮒
円

○
小
・
中
生
　
柳
田
　
（
料
金
は
串

し
込
み
時
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
）

●
真
筆
人
員
　
恥
入

●
申
込
期
限
　
3
月
鉛
白
（
水
）
た
だ
し

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
は

遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4

日
本
画
。
楽
園
」
浦
田
台
児
（
監
ニ

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

広
報
掲
載
受
付
中

広
報
お
ん
が
で
は
、
四
月
十
日

で
春
の
サ
ー
ク
ル
会
員
の
募
集
記

帯
結
語
彊
彊
頑

彊
鵡
蓮

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
サ
ー
ク
ル
の
名
称

●
簡
単
な
紹
介
文

●
練
習
日
、
時
間
と
場
所

●
費
用
（
入
会
金
、
会
費
な
ど
）

●
申
込
先
（
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
な
ど
）

●
そ
の
他
（
特
に
あ
れ
ば
）

季
節の
慈

善
ぶ
く
れ
か
ら
解
放
さ
れ
て
外
に

出
て
み
た
ら
、
い
つ
の
同
比
か
ツ
ク

シ
が
顔
を
出
し
て
い
た
の
を
発
見
し

た
時
の
感
激
。
摘
み
草
は
、
春
を
迎

え
て
心
は
ず
む
気
分
に
ぴ

っ
た
り
の
楽
し
い
行
詰
で

す
。
も
っ
と
も
、
都
会
人

よ
う
か
。
近
ご
ろ
の
山
菜
ブ
ー
ム
は
や
や
過

熱
気
味
で
す
。
細
い
山
道
に
ト
ラ
ッ

ク
で
乗
り
こ
み
大
畠
の
山
菜
を
採
取

す
る
、
タ
ラ
の
芽
な
ど
は
、
先
を
争

っ
て
固
い
う
ち
に
持
ち
帰
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
来
年
の
こ
と
も
考
え
ず
に

芽
を
全
部
摘
ん
で
し
ま
う
、
自
然
の

味
覚
を
楽
し
む
の
は
結
構
な
の
で
す

が
、
こ
う
な
る
と
．
春
の
野
に
い
で

に
と
っ
て
は
、
摘
み
草
は

レ
ジ
ャ
ー
で
す
が
、
農
山

村
で
に
、
食
料
を
得
る
た

め
の
仕
事
で
も
あ
り
ま

す。
と
こ
ろ
で
、
実
は
最
近

は
摘
み
草
と
い
う
よ
り
山

菜
狩
り
と
い
う
言
葉
の
ほ

う
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。

春
の
野
で
若
菜
を
摘
む
だ

け
で
な
く
、
山
の
中
ま
で

て
若
菜
摘
む
〟
と
い
う
古

今
和
歌
集
の
風
情
に
は
穏

遠
い
感
じ
で
す
ね
。

若
菜
と
と
も
に
樹
木
の

緑
も
目
ぎ
め
ま
す
。
三
月

か
ら
五
月
に
か
け
て
は
国

土
緑
化
強
調
期
間
で
、
縁

の
羽
根
募
金
、
緑
の
相
談

所
、
記
念
植
樹
、
森
づ
く

り
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
行
事
の
時
期
は
各
地

山
菜
を
探
し
に
行
く
か
ら
な
の
で
し

そ
れ
ぞ
れ
の
気
候
に
合
っ

た
時
期
が
選
ば
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
森
林
は
国
民

共
通
の
財
産
な
の
で
、
二
十
一
世
紀

に
つ
な
ぐ
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り

へ
の
意
識
と
行
動
を
呼
び
起
こ
す
こ

と
を
狙
い
と
し
た
も
の
で
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
。
グ
リ
ー
ン
愛
ラ
ン

ド
・
ジ
ャ
パ
ン
。
で
す
。
ま
ず
、
森

に
行
っ
て
、
森
林
浴
で
も
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

東
方
錘
雫
穐
1
軍
書
息
－
i
寧
槌
も



菖駅前駐輪場

利用善募集
よ料　　金
・一般　6カ月4，500円12カ月8．500円

・学生　6カ月2，500円12カ月4，500円

ふ申込方法
役場総務課窓口で、申込書に車体番号
防犯登録番号など必要事項を毘人、捺印の
うえ提出してください。
なお、学生の方は学生証を提示してくだ
さい。

菖新町駐車場

利用者募集
⇔契約期間　4月1日～来年の3月末日

£料　金　月2，000円（月極）

£申込方法　役場総務課窓口で、申込書に車

種名・登録番号など必要事項を

記入、綜印のうえ提出してくだ

さい。

町営住専
入居者募条

令場　　所　虫生津西町

合戸　　数1戸（2K風呂無し）

合申込締切　3月25日出

入居資格などに制限があります

ので、入居希望の方は役場総務課

管財係まで問い合わせてください。

（9）

肢
体
不
自
由
児
・
者
の

美
　
術
　
展

人
は
、
ど
ん
な
に
手
足
が
不
自
由
で

も
、
そ
れ
を
克
服
し
た
り
あ
る
い
は
補

う
方
法
を
工
夫
し
た
り
し
て
、
創
作
活

動
に
い
そ
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
が
使
え
な
け
れ
ば
足
や
口
を
使
っ

て
絵
筆
を
持
ち
、
思
う
ま
ま
に
動
か
な

い
手
の
障
害
を
乗
り
越
え
、
努
力
を
積

み
重
ね
て
創
作
さ
れ
た
作
品
は
真
に
汗

の
結
晶
と
い
え
ま
す
。

今
回
の
美
術
展
の
た
め
に
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
八
六
〇
点
の
中
か
ら
、
入

選
作
品
六
九
点
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
　
間
　
3
月
1
6
日
（
木
）

～
2
1
日
（
火
）

的
時
～
1
8
時
0
0
分
（
2
1
日

は
1
4
時
5
0
分
ま
で
）

●
場
　
所
　
中
倉
井
筒
屋
4
階

●
展
　
示
・
絵
画
　
　
　
2
1
点

・
タ
イ
プ
ア
ー
ト
㌘
点

・蕾

2
1
点

●
鯛
覧
料
　
無
料

●
主
　
催

（
財
）
福
岡
県
肢
体
不
自
由
児
協
会

（
社
）
日
本
肢
体
不
自
由
児
協
会

県
　
営
　
住
　
宅

入
居
者
募
集

●
場
　
所
　
中
闇
市
大
根
土
団
地

●
募
集
戸
数
・
1
揺
3
D
K
　
泌
戸

・
2
唾
3
D
K
　
銃
声

●
家
賃
（
予
定
）
　
傾
斜
家
賃

・
1
種
　
3
万
8
、
5
0
0
円

～
4
万
円

・
2
種
　
3
万
円

●
入
居
時
期
（
予
定
）
　
5
月
上
旬

●
受
付
期
間
　
3
月
u
日
～
幾
日

●
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
住
宅
管
理
課
へ

＄

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

な
お
、
申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課
窓

口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

移

動

労

働

相

絞

雇
用
契
約
、
労
働
時
間
、
賃
金
、
退

職
金
、
就
業
規
則
な
ど
、
労
働
上
の
問

題
で
日
ご
ろ
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

働
い
て
い
る
方
も
経
営
者
の
方
も
、
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
目
　
時
　
3
月
織
目
（
木
）

1
5
時
～
1
9
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
ク
ラ
ブ
室

●
お
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所
へ

＄

（

5

9

2

）

3

5

1

6

中
間
・
遠
賀
地
区

少
年
の
船
団
貝
募
集

●
研
修
地
　
油
請

●
日
　
程
　
8
月
1
7
日
～
2
1
日

●
募
集
人
員
　
0
0
人（小
4
年
～
申
2
年
）

●
費
　
用
・
小
　
5
万
7
、
0
0
0
円

・
申
　
6
万
円

●
申
込
期
間
　
3
月
1
5
日
～
4
月
釦
日

●
申
込
方
法
　
申
込
書
（
教
育
委
員
会

窓
口
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
、
郵
送
の
こ
と

●
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は

〒
附
－
1
3
鞍
手
町
大
字
古
門
猟
－
6

松
井
　
晃
へ

館

0

9

4

9

4

（

2

）

5

5

6

3

圏、圏i溺
郷
土
文
化
研
究
会

講
　
話
　
会

一
般
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
目
　
時
　
3
月
鮪
日
（
土
）

1
3
時
0
0
分
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
和
室

●
講
　
話
　
童
話
サ
ル
カ
ニ
合
戦
の
時

代
　
へ
白
石
晴
彦
）

●
お
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会

水
口
へ
＄
（
2
9
3
）
1
5
3
9

お
詫
び
と
訂
正

二
月
二
十
五
日
号
、
「
労
働
安
全
衛

生
法
に
基
づ
く
各
種
免
許
試
験
」
記
華

中
の
問
い
合
わ
せ
先
電
話
番
号
が
間
違

っ
て
い
ま
し
た
。

正
し
い
電
話
番
号
は
、

＄
0
9
1
2
（
－
3
）
3
3
8
1
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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回田園田〇四回四四日図－

とびうめ国体まで

ぁと544日

（11）

大
人
と
違
っ
て
子
供
は
ひ
き
つ
け
や

す
く
、
発
熟
し
た
時
、
頭
を
打
っ
た
時

脱
水
症
状
が
出
る
時
、
泣
き
入
っ
た
時

な
ど
に
ひ
き
つ
け
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
熱
性
け
い
れ
ん
や
泣
き
入
り
け

い
れ
ん
は
た
と
え
く
り
返
し
だ
と
し
て

も
、
ほ
と
ん
ど
心
配
の
い
ら
な
い
良
性

の
も
の
で
す
。
し
か
し
脳
炎
や
髄
膜
炎
、

頭
蓋
骨
出
血
に
伴
う
け
い
れ
ん
も
あ
り

け
い
れ
ん
の
後
遺
症
は
、
け
い
れ
ん
を

起
こ
し
た
原
因
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す。
再
発
を
く
り
返
す
け
い
れ
ん
で
多
い

の
は
、
熱
挫
け
い
れ
ん
と
て
ん
か
ん
で

す
。
熱
性
け
い
れ
ん
は
、
主
に
高
熱
上

昇
時
に
お
こ
り
、
持
続
も
ほ
と
ん
ど
数

分
内
と
短
く
、
一
～
四
歳
頃
に
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
熟
挫
け
い
れ
ん
で
も
微
熱

で
お
こ
っ
た
り
持
続
時
間
が
長
い
な
ど

問
題
と
な
る
タ
イ
プ
で
は
、
け
い
れ
ん

止
め
の
薬
を
持
続
的
に
の
ん
だ
り
し
ま

す。

て
ん
か
ん
は
、
発
熱
時
に
も
お
こ
り

ま
す
が
、
熱
の
な
い
時
で
も
、
突
然
前

ぶ
れ
も
な
く
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
が
多

く
、
発
作
の
型
も
、
意
識
消
失
だ
け
で

●
申
込
期
間
　
4
月
3
日～
鳩
目

●
申
込
先
　
役
場
保
健
衛
生
係

●
そ
の
他
　
的
回
以
上
出
席
の
人
に
は

修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
ま

す。

な
お
、
静
座
卒
業
後
は
遠
賀
町
食
生

・
青
柳
医
院

・
橋
本
医
院

街
頭
医
院

浅
木
内
科
医
院

・
母
子
記
念
病
院

問
診
票
は
各
医
院
・
病
院
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
新
三
選
混
合
の

無
料
用
問
診
票
は
、
役
場
保
健
衛
生
係

窓
口
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
接
陸
に
は
母
子
手
態
が
必
要

で
す
。
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

あ
っ
た
り
、
手
足
を
硬
宙
さ
せ
た
り
逆

に
脱
力
を
お
こ
し
た
り
様
々
で
す
。
く

り
返
し
脳
波
を
と
ろ
と
、
て
ん
か
ん
牲

異
常
波
が
み
つ
か
り
、
そ
れ
に
よ
り
診

断
で
き
ま
す
。
脳
波
以
外
に
も
、
頭
部

C
T
ス
キ
ャ
ン
や
血
液
検
査
、
場
合
に

よ
っ
て
は
発
達
検
査
を
行
い
ま
す
。

子
供
が
ひ
き
つ
け
た
と
き
、
周
囲
の

人
は
落
ち
つ
い
て
つ
ぎ
の
処
置
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
ず
衣
服
を
ゆ
る
め
て
呼

吸
が
楽
に
で
き
る
よ
う
に
し
、
静
か
な

所
で
寝
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
つ
き
に
吐

き
そ
う
な
時
は
頭
を
横
向
き
に
し
て
窒

息
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
や
っ
て
い
け
な

い
の
は
、
大
声
で
呼
ん
だ
り
体
を
ゆ
す

っ
た
り
不
必
要
な
刺
激
を
与
え
る
こ

と
。
ま
た
舌
を
咳
ま
な
い
よ
う
に
口
の

中
に
ス
プ
ー
ン
な
ど
い
れ
る
と
、
か
え

っ
て
嘔
吐
を
誘
発
し
た
り
、
歯
を
折
っ

た
り
粘
膜
を
傷
つ
け
た
り
し
て
た
い
へ

ん
危
険
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
け
い
れ
ん
が
長
く

続
い
た
り
、
な
か
な
か
意
識
が
戻
ら
な

か
っ
た
り
、
継
続
的
に
け
い
れ
ん
を
く

り
返
す
時
は
、
た
だ
ち
に
救
急
設
備
の

あ
る
病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

体
に
い
い
こ
と

し
て
ま
す
か
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ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
地
図
の
記
号

を
頼
り
に
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
通
り

そ
の
途
中
に
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
ク
イ
ズ
の
問
題
に
答
え
ま
す
。
そ
し

て
、
で
き
る
だ
け
決
め
ら
れ
た
時
間
内

（
早
す
ぎ
て
も
遅
す
ぎ
で
も
だ
め
）
に

ゴ
ー
ル
し
て
、
そ
の
時
間
と
ク
イ
ズ
の

得
点
で
順
位
を
競
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ

ーツです。
初
め
て
の
人
で
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、

み
ん
な
で
楽
し
め
る
と
て
も
簡
単
な
競

技
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時
　
3
月
節
目
（
日
）

・
受
付
9
時
～
9
時
5
0
分

・
ス
タ
ー
ト
m
時

●
集
合
地
　
広
渡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
種
　
目
　
小
学
生
以
上
の
親
子
チ
ー

ム
の
部
、
一
般
チ
ー
ム
の
蔀

●
ほ
う
費
・
1
～
3
位
ま
で
表
彰

・
ゴ
ー
ル
で
き
た
チ
ー
ム
に

は
完
歩
証
明
害
を
発
行

・
全
員
に
参
加
賞

●
参
加
料
　
無
料

●
指
　
導
　
遠
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

●
申
込
締
切
　
3
月
柳
日
（
金
）

●
申
込
先
お
よ
び
鮮
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

体
育
振
興
係
ま
で

の
（
2
9
3
）
6
5
2
5

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ

ー

内

※
水
筒
や
雨
具
な
ど
を
お
忘
れ
な
く
。

火
災
・
敵
意
件
数
（
1
月
申
）


